
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 愛知医療学院短期大学 
設置者名 学校法人佑愛学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 
リハビリテーシ

ョン 

夜 ・

通信 
 

1 29 30 10  

 
専攻科リハビリ

テーション科学 

夜 ・

通信 
6  6 4  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/index.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/index.html


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 愛知医療学院短期大学 
設置者名 学校法人佑愛学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/index.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 現職 歯科医師 4年 財務 

非常勤 現職 企業取締役 4年 研究 

（備考） 

 

  

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/index.html


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 愛知医療学院短期大学 

設置者名 学校法人佑愛学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

学内で統一した基準に従って各科目担当教員が授業計画（シラバス）を作成できる

ようシラバス作成要領を全教員に配布・説明し、各教員が授業計画（シラバス）を作

成している。 

科目担当教員が作成した授業計画（シラバス）は、本学のカリキュラムポリシー、

ディプロマポリシーに則した学習到達目標、授業計画、成績評価の方法・基準となっ

ているかどうかについて、第三者（学長、副学長（教育担当）、法人本部長、専攻長）

が内容を確認している。 

授業計画（シラバス）は、履修ガイダンスの際に紙媒体で学生に配布し、また、学

内の教職員ならびに非常勤講師へもすべての科目の授業計画（シラバス）を配布して

いる。一般の方も閲覧できるよう４月に本学公式ホームページにて公表している。 

授業計画書の公表方法 
https://www.yuai.ac.jp/syllabus2019PT.pdf 

https://www.yuai.ac.jp/syllabus2019OT.pdf 

https://www.yuai.ac.jp/syllabus2019senkoka.pdf 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修成果を厳格かつ適正に評価するため各科目の成績評価基準を学習到達目標を

踏まえて、多面的に評価している。筆記試験のみでだけでなく、授業過程での小テス

トや準備学習の実施状況（ポートフォリオ）、レポート、参加貢献度などの学修プロセ

スを基準として設け、複数の評価基準を用いている。 

成績評価はシラバスに明記した各科目の方法・基準（例：筆記試験７０%、ポートフ

ォリオ３０％の場合は各７０点、３０点満点）に基づき数値化し、授業形態が講義科

目は５段階（９０点以上：Ｓ、８０点以上９０点未満：Ａ、７０点以上８０点未満：

Ｂ、６０点以上７０点未満：Ｃ、６０点未満：Ｄ）、授業形態が演習科目・実習科目は

合格・不合格で評価し、Ｓ～Ｃ及び合格と判定された場合に単位を認定している。 

実習科目、専門科目の中には、一定の条件を満たさないと履修できない科目を設定

しており、当該科目のシラバスに明記している。 

https://www.yuai.ac.jp/syllabus2019PT.pdf
https://www.yuai.ac.jp/syllabus2019OT.pdf
https://www.yuai.ac.jp/syllabus2019senkoka.pdf


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

  

『ＧＰＡ制度規程』において、下記の通りＧＰＡについて定めている。 

 

［算出方法］ 

functional GPA を採用している。ＧＰＡを算出するにあたり、まず、ＧＰ（Grade 

Point）を算出する。ＧＰは科目試験を対象とする。次に、ＧＰと履修した科目

の単位数から下記に示す式にてＧＰＡを算出する。 

 

 

   

 

 ［算出時期］ 

  １年次と２年次は前期と後期の試験期間終了後に算出する。３年次は、後期の試

験期間終了後に算出する。 

［対象科目］ 

ＧＰＡの算出対象科目は、理学療法学専攻、作業療法学専攻ともに専門基礎科目、

専門科目のうち、授業形態が講義に分類される科目とする。 

 

上記内容に従って算出したＧＰＡについてＩＲセンターで成績分布等の分析

を行い、教授会、教職員連絡会議で報告し、教職員全体で共有している。 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.yuai.ac.jp/shiken2018.pdf 

GP = （成績素点−55）/10   * ただし GPが 0.50未満は 0.00とする 

GPA = Σ（科目の GP×科目の単位数）/Σ（履修登録単位数） 

GPAは小数点第三位を四捨五入し、小数点第二位までを表記する。 

https://www.yuai.ac.jp/shiken2018.pdf


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業の認定に関する方針として専攻ごとに下記のディプロマポリシーを定めてい

る。 

 

【理学療法学専攻】 

医療人として専門知識は無論のこと、豊かなコミュニケーション能力をもとに多職種

とのチーム医療構築に協働し、地域へ貢献できることが社会から期待されている。理学

療法学専攻では、教育理念に基づき所定の単位を修得し、次の能力を身につけた学生に

短期大学士（理学療法学専攻）を授与する。 

 

１．理学療法士として必要な専門知識と技術を修得している。 

２．理学療法の臨床において常に最新の知識や医療技術を求める向上心を有している。 

３．常識人としての素養を兼ね備えている。 

４．身体に障がいを有する人に、常に慈しみの心をもって接することができる。 

５．理学療法士としての責任感を持ち、身体に障がいを持った人の自立生活を支援する

ために必要な問題解決能力、臨床的思考力、実践力等の能力を有している。 

６．理学療法士として地域社会に貢献できる能力を有している。 

 

【作業療法学専攻】 

医療人として専門知識は無論のこと、豊かなコミュニケーション能力をもとに多職種

とのチーム医療構築に協働し、地域へ貢献できることが社会から期待されている。作業

療法学専攻では、教育理念に基づき所定の単位を修得し、次の能力を身につけた学生に

短期大学士（作業療法学専攻）を授与する。 

 

１．作業療法士として必要な専門知識と技術を修得している。 

２．作業療法の臨床において常に最新の知識や医療技術を求める向上心を有している。 

３．常識人としての素養を兼ね備えている。 

４．身体または精神に障がいを有する人に、常に慈しみの心をもって接することができ

る。 

５．作業療法士としての責任感を持ち、身体または精神に障がいを持った人の自立生活

を支援するために必要な問題解決能力、臨床的思考力、実践力等の能力を有してい

る。 

６．作業療法士として地域社会に貢献できる能力を有している。 

  

『ＧＰＡ制度規程』に基づき、ＧＰＡを進級要件や卒業要件として活用している。進

級要件として、２年次末において、１、２年次に開講された科目のうち卒業要件とし

て定められている科目の必要単位を修得していても、その時点でのＧＰＡが１．５０

未満の者に対しては進級試験を課し、合格した者については３年次への進級を認めて

いる。さらに、卒業要件として、３年次末において卒業要件である９８単位以上を修

得していてもＧＰＡが２．００未満の者に対しては卒業試験を課し、合格した者に卒

業を認定している。 

 卒業認定に際しては、上記内容に基づき判定した卒業予定者の成績結果を教授会で

確認し、承認している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/education06.html 

愛知医療学院短期大学後援会会報誌 

 

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/education06.html


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 愛知医療学院短期大学 

設置者名 学校法人佑愛学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/sikin_syouhi_30.pdf 
収支計算書又は損益計算書 https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/sikin_syouhi_30.pdf 
財産目録 https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/property_30hp.pdf 
事業報告書 https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/account_report_30hp.pdf 
監事による監査報告（書） https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/kanji_account_report_30.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/pdf/self2018.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/pdf/accreditation2018.pdf 

 

  

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/sikin_syouhi_30.pdf
https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/sikin_syouhi_30.pdf
https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/property_30hp.pdf
https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/account_report_30hp.pdf
https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/pdf/kanji_account_report_30.pdf
https://www.yuai.ac.jp/about/pdf/self2018.pdf
https://www.yuai.ac.jp/about/pdf/accreditation2018.pdf


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 リハビリテーション学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/education01.html） 

（概要） 

【リハビリテーション学科設置の目的】 

理学療法・作業療法それぞれの専門知識と技能の修得とともに、豊かな人間性を持った

専門家を育てることを目的とする。保健・医療・福祉の諸問題に取り組むことができる専

門家を育成することで、社会に貢献することを目指す。 

【理学療法学専攻設置の目的】 

理学療法に関する知識・技術の習得と、それに係わる研究活動や理学療法士としての人

間的資質を研鑽することにより、リハビリテーションチームの一員として広く社会に貢献

できる人材を育成することを目的とする。 

【作業療法学専攻設置の目的】 

作業療法に関する知識・技術の習得と、それに係わる研究活動や作業療法士としての人

間的資質を研鑽することにより、リハビリテーションチームの一員として広く社会に貢献

できる人材を育成することを目的とする。 

【専攻科リハビリテーション科学専攻設置の目的】 

リハビリテーション科学における理学療法学・作業療法学の専門教育の上により深く高

度な専門的学術を教授し、保健・医療・福祉の現場で主体的に対応できる専門的職業人を

養成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/intro.html） 

（概要） 

【理学療法学専攻】 

医療人として専門知識は無論のこと、豊かなコミュニケーション能力をもとに多職種と

のチーム医療構築に協働し、地域へ貢献できることが社会から期待されている。理学療法

学専攻では、教育理念に基づき所定の単位を修得し、次の能力を身につけた学生に短期大

学士（理学療法学専攻）を授与する。 

 

１．理学療法士として必要な専門知識と技術を修得している。 

２．理学療法の臨床において常に最新の知識や医療技術を求める向上心を有している。 

３．常識人としての素養を兼ね備えている。 

４．身体に障がいを有する人に、常に慈しみの心をもって接することができる。 

５．理学療法士としての責任感を持ち、身体に障がいを持った人の自立生活を支援する

ために必要な問題解決能力、臨床的思考力、実践力等の能力を有している。 

６．理学療法士として地域社会に貢献できる能力を有している。 

【作業療法学専攻】 

医療人として専門知識は無論のこと、豊かなコミュニケーション能力をもとに多職種と

のチーム医療構築に協働し、地域へ貢献できることが社会から期待されている。作業療法

学専攻では、教育理念に基づき所定の単位を修得し、次の能力を身につけた学生に短期大

学士（作業療法学専攻）を授与する。 

 

１．作業療法士として必要な専門知識と技術を修得している。 

２．作業療法の臨床において常に最新の知識や医療技術を求める向上心を有している。 

３．常識人としての素養を兼ね備えている。 

４．身体または精神に障がいを有する人に、常に慈しみの心をもって接することができる。 

５．作業療法士としての責任感を持ち、身体または精神に障がいを持った人の自立生活を

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/education01.html
https://www.yuai.ac.jp/about/intro.html


  

支援するために必要な問題解決能力、臨床的思考力、実践力等の能力を有している。 

６．作業療法士として地域社会に貢献できる能力を有している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/intro.html） 

（概要） 

【理学療法学専攻】 

理学療法学専攻のディプロマポリシーを達成するため、以下の方針に基づいてカリキュ

ラムを編成している。 

1.理学療法士及び作業療法士法など関係法規に基づいた養成教育の科目・時間を十分に

確保する。 

2.理学療法の臨床に早期適応できる行動力を養うため、実践教育を十分に確保する。 

3.実践力を育成するための専門基礎科目・専門科目を体系的に配置し、ＰＢＬ (課題解

決型学習）、アクティブラーニングを導入する。 

4.幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、生命の尊厳を根底にもった豊かな人間

性を涵養するため、教養科目を十分に確保する。 

5.医療・福祉現場にとどまらず、健康増進、予防、スポーツやレクリエーションなどを

含めた人間のあらゆる生活場面および地域において、理学療法の専門知識を応用して

活動できる広い視野と技術を身に付けるための授業を編成する。 

【作業療法学専攻】 

作業療法学専攻のディプロマポリシーを達成するため、以下の方針に基づいてカリキュ

ラムを編成している。 

1.理学療法士及び作業療法士法など関係法規に基づいた養成教育の科目・時間を十分に

確保する。 

2.作業療法の臨床に早期適応できる行動力を養うため、実践教育を十分に確保する。 

3.実践力を育成するための専門基礎科目・専門科目を体系的に配置し、ＰＢＬ (課題解

決型学習）、アクティブラーニングを導入する。 

4.幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、生命の尊厳を根底にもった豊かな人間

性を涵養するため、教養科目を十分に確保する。 

5.医療・福祉現場にとどまらず、健康増進、予防、スポーツやレクリエーションなどを

含めた人間のあらゆる生活場面および地域において、作業療法の専門知識を応用して

活動できる広い視野と技術を身に付けるための授業を編成する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/disclosure3.html） 

（概要） 

【理学療法学専攻】 

愛知医療学院短期大学リハビリテーション学科理学療法学専攻では、建学の精神である

「佛心尽障」に則り、社会的知識、基礎的・専門的知識を提供し、障がいを有する人々の

心と身体の支えとなれる人材を育成することを教育目標に掲げ、本学が定める学習成果を

得るために努力し、以下に示す崇高な志を有する人を歓迎する。 

1.身体の障がいを有する人々の心身を広く支えられるよう自身を律し、利他の心を持

ち、理学療法学を学ぶ強い意思のある人。 

2.医療人として社会の役に立てることを希望する人。 

3.入学当初の熱い目的意識を持続し、意思を貫き通せる人。 

4.独善的でなく、周囲との協調性を重んじ仲間意識を忘れない人。 

 

解剖や生理学などの基礎的学問から実際の臨床実技などに及ぶ、幅広い知識を 3 年間で

獲得することが求められます。高等学校では経験しない新しい学習科目が多く戸惑うこと

もあるでしょうが、目的意識をもって真摯に学習に取り組むことが理解力を養うことにつ

ながります。高等学校では履修すべき科目を偏りなく習得しておくことが大切ですが、そ

の他に、座学に限らず集中して物事に対応する習慣を身につけることや、友人など周囲と

のコミュニケーション力を養っておくことが望まれます。 

https://www.yuai.ac.jp/about/intro.html
https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/disclosure3.html


  

 

◆◇◆ 入学試験の基本方針 ◆◇◆ 

推薦入学試験、大学生・社会人入学試験、一般入学試験、およびセンター試験利用入学試

験では、知識・思考力の評価として国語を必須とし、一部について記述式問題を導入して

います。さらに、一般入学試験、センター試験利用入学試験では、個別試験を通して基礎

学力を問います。面接試験では、面接官との質疑応答を通して、総合的な思考力・判断力・

表現力の評価に加え、医療人になることへの志やコミュニケーション力を判断します。合

格判定は、入学試験の結果および高等学校の調査書等を評価し総合的に行います。 

  

【作業療法学専攻】 

愛知医療学院短期大学リハビリテーション学科作業療法学専攻では、建学の精神である

「佛心尽障」に則り、社会的知識、基礎的・専門的知識を提供し、障がいを有する人々の

心と身体の支えとなれる人材を育成することを教育目標に掲げ、本学が定める学習成果を

得るために努力し、以下に示す崇高な志を有する人を歓迎する。 

1.身体または精神に障がいを有する人々の心身を広く支えられるよう自身を律し、あた

たかい心を持ち、作業療法学を学ぶ強い意思のある人。 

2.医療人として社会の役に立てることを希望する人。 

3.入学当初の熱い目的意識を持続し、意思を貫き通せる人。 

4.独善的でなく、周囲との協調性を重んじ仲間意識を忘れない人。 

  

解剖や生理学などの基礎的学問から実際の臨床実技などに及ぶ、幅広い知識を 3 年間で

獲得することが求められます。高等学校では経験しない新しい学習科目が多く戸惑うこと

もあるでしょうが、目的意識をもって真摯に学習に取り組むことが理解力を養うことにつ

ながります。高等学校では履修すべき科目を偏りなく習得しておくことが大切ですが、そ

の他に、座学に限らず集中して物事に対応する習慣を身につけることや、友人など周囲と

のコミュニケーションカを養っておくことが望まれます。 

 

◆◇◆ 入学試験の基本方針 ◆◇◆ 

推薦入学試験、大学生・社会人入学試験、一般入学試験、およびセンター試験利用入学試

験では、知識・思考力の評価として国語を必須とし、一部について記述式問題を導入して

います。さらに、一般入学試験、センター試験利用入学試験では、個別試験を通して基礎

学力を問います。面接試験では、面接官との質疑応答を通して、総合的な思考力・判断力・

表現力の評価に加え、医療人になることへの志やコミュニケーション力を判断します。合

格判定は、入学試験の結果および高等学校の調査書等を評価し総合的に行います。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/education01.html#organization 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 
2人 

－ 
2人 

リハビリテーション 

学科 
－ 

6人 3人 4人 5人 0人 18人 

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/education01.html#organization


  

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

1人 39人 40人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.yuai.ac.jp/staff/rigaku/ 

https://www.yuai.ac.jp/staff/sagyou/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

リハビリテー

ション 80人 94人 117％ 240人 250人 104％ 0人 0人 

合計 80人 94人 117％ 240人 250人 104％ 0人 0人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

リハビリテー

ション 

59人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

51人 

（  86.4％） 

8人 

（  13.6％） 

合計 
59人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

51人 

（  86.4％） 

8人 

（  13.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

https://www.yuai.ac.jp/staff/rigaku/
https://www.yuai.ac.jp/staff/sagyou/


  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

学内で統一した基準に従って各科目担当教員が作成した授業計画（シラバス）に基づい

て授業を行っている。全ての授業科目について配当年次と開講期を定めており、年間に受

講できる単位の上限も定まる。配当年次や開講期は内容の順次制や科目間の連携を考慮し

て配置・編成している。授業計画（シラバス）は、第三者（学長、副学長（教育担当）、

法人本部長、専攻長）が内容を確認し、必要に応じて修正を行った上で作成している。 

授業計画（シラバス）は、履修ガイダンスの際に紙媒体で学生に配布し、また、学内の

教職員ならびに非常勤講師へもすべての科目の授業計画（シラバス）を配布している。一

般の方も閲覧できるよう４月に本学公式ホームページにて公表している。 
 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修成果を厳格かつ適正に評価するため各科目の成績評価基準を、学習到達目標を踏ま

えて、多面的に評価している。筆記試験のみでだけでなく、授業過程での小テストや準備

学習の実施状況（ポートフォリオ）、レポート、参加貢献度などの学修プロセスを基準と

して設け、複数の評価基準を用いている。 

『ＧＰＡ制度規程』に基づき、ＧＰＡを進級要件や卒業要件として用いている。進級要

件として、２年次末において、１、２年次に開講された科目のうち卒業要件として定めら

れている科目の必要単位を修得していても、その時点でのＧＰＡが１．５０未満の者に対

しては進級試験を課し、合格した者については３年次への進級を認めている。さらに、卒

業要件として、３年次末において卒業要件である９８単位以上を修得していてもＧＰＡが

２．００未満の者に対しては卒業試験を課し、合格した者に卒業を認定することを定めて

いる。卒業認定に際しては、上記内容に基づき判定した卒業予定者の成績を教授会で確認

し、承認している。 

また、学修成果の評価はＧＰＡに加えて、各種アンケートにおいて学生が自己評価する

しくみを設けている。授業評価アンケートでは、学修意欲の把握や授業内容の理解度等を

調査し、その結果を各科目担当教員が踏まえた上で評価基準の見直しや授業内容の改善に

役立てている。また、学習行動調査によりアセスメントしている。 
 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

リハビリテーショ

ン 
98単位 有・無 単位 

専攻科リハビリテ

ーション科学 
31単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/disclosure2.html 

       https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/jouhoku.html 

             https://www.yuai.ac.jp/about/facilities.html 
 

 

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/disclosure2.html
https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/jouhoku.html
https://www.yuai.ac.jp/about/facilities.html


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

リハビリテ

ーション 
800,000円 250,000 円 700,000円 施設設備費、実習費、後援会費 

専攻科リハ

ビリテーシ

ョン科学 

1単位につき

25,000円 
250,000 円 100,000円 施設設備費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

入学前から卒業に至るまで組織的に支援している。 

  学生一人ひとりに学習アドバイザーを配置し、基礎学力の向上に向けた学習支援を個別に

行うなど学生に応じた支援に取り組んでいる。担当する学生を集めてアドバイザーミーティ

ング（１回/週）の開催や、個別面談などを定期的に行っている。さらに、補習授業など学習

フォロー体制を整備し、１年次より対応している。各専攻で毎週１回会議を実施し、学生の

各科目の習熟度や学習態度などの情報を共有し、きめ細かく指導するしくみができている。 

 また、学生支援室職員や臨床心理士による学生相談を受け付けている。年１回、保護者懇

談会を行い、保護者との連携にも努めている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

卒業後は国家資格（理学療法士・作業療法士）を取得し、医療、福祉機関で就労すること

を前提に卒業後の就職を踏まえた支援に取り組んでいる。正規の教育課程はもとより日常的

な活動全てがキャリア教育につながるものと捉え、教職員全員が学生に関わっている。例え

ば、学内での挨拶や基本的な礼儀、マナー等、医療人としてふさわしい人材を育成するた

め、学習アドバイザーをはじめ、全教職員が指導することを心掛けている。 

卒業後の進路について、学習アドバイザーが学生一人ひとりの希望や適性を考慮した上で

就職先、進学先を選択できるよう支援している。また、キャリア支援課と協働して、履歴書

添削、面接練習等を行っている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生生活を送る上で配慮が必要な事項の有無を入学者全員に書面で確認の上、学生本人に

了解を得た上で教職員が情報を共有し、必要な支援を行っている。心身の不調を抱えた学生

は本学に隣接するゆうあいリハビリクリニック（収益事業）を受診することができ、さら

に、臨床心理士によるカウンセリングを受けることのできる体制を整備している。 

 また、医療、福祉機関で実習を行うため、感染症予防対策として入学者全員に抗体価検査

（麻疹、風疹、水痘、ムンプス、B型肝炎）を実施し、予防接種を推奨し、感染症予防に努

めている。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/achievement.html 

             https://www.yuai.ac.jp/staff/rigaku/ 

             https://www.yuai.ac.jp/staff/sagyou/ 
 

https://www.yuai.ac.jp/about/disclosure/achievement.html
https://www.yuai.ac.jp/staff/rigaku/
https://www.yuai.ac.jp/staff/sagyou/

